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ヘッドライン　 スマートフォンを活用した 
化学実験の試み

　現在，ほとんどの生徒・学生が所持しているスマートフォンなどの携帯情報デバイスは，
単なる通信機器にとどまらず高解像度カメラや各種センサーを内包した計測装置でもある。
近年，化学分析の分野では，これらを簡便で安価な測定装置として活用する種々の試みが報
告されている。近年の教育現場での BYOD（Bring Your Own Device）の方向性と合わせ
て，実験教育にこれらを活用することで高価な分析機器が必要であった実験を低コストかつ
簡便に行える可能性がある。また，これらのデバイスの持つ通信機能を効率的なデータ共有
などに利用することで，より高い教育効果を上げるための試みも報告されている。そこで本
企画では，こうした試みや応用が期待できる事例について紹介する。
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塩化ナトリウムの結晶成長のしくみ 榊原　雅也，中室　貴幸，中村　栄一
脱硫の科学の最前線 徳永　　信，村山　美乃，磯谷　敦子
鳥の骨形成をアシストする卵殻成分の探索 伊藤　　卓，犀川　陽子

次号ヘッドライン 単離・精製の化学

　日本女子大学は，理学部を有する唯一の私立女子大学です。1901 年に成瀬仁蔵
によって創立されて以来，長井長義らの協力の下，自然科学教育を重視し，丹下ウ
メ，鈴木ひでるといった女性化学者のパイオニアを輩出してきました。今日も「私
が動く、世界がひらく。」のタグラインの下，自ら学び，自ら行動し，新しい価値
を創造できる人材を育てています。写真は創立百二十周年記念事業の一環として建
てられた百二十年館です。地下のパティオは学生の憩いの場であり，イベントス
ペースとして発表の場にもなっています。

表紙の言葉　日本女子大学　百二十年館


